
 令和５年度   部活動実施計画   唐津市立高峰中学校 

１．目的 

  本校教育目標に則り、生徒の体育的活動を通して、心身ともに健全な生徒の育成をめ

ざす。 

 

２．方針 

  本校部活動は学校教育内活動として、希望する生徒で組織し、その充実と振興を図る。 

 

３．指導者 

  各部の顧問は本校教職員をもってあてる。 

※外部指導者を求める場合は、教育に対しての理解と指導者としての見識を備えた

人を校長が委嘱することができる（申請書の提出→委嘱状の授与が必要）。 

 

４．入部資格および入部手続き 

・各部の参加者は、高峰中学校に在籍する生徒であること。 

  ・入部する生徒は、規定の入部申込書とともに、2500円を添えて各顧問へ提出する。 

 

５．設置する部活動（部の改廃については、職員会議を経て、校長が承認するものとする。） 

    軟式野球部  （男女）   ソフトテニス部(男子) 

    バレーボール部(女子)   ソフトテニス部(女子) 

 

６．対外試合   ※競技会などの参加は次のとおり 

（１） 各種大会への参加は、中体連主催かあるいは共催する大会を基本とする。 

※ 中体連以外の大会参加については、各顧問で判断し、校長に届け出る。 

（２） 練習試合・合宿など、学校を離れて活動する場合は、校長の許可を得る。 

 

７．転部・休部・退部 

  原則として認めないが、十分な話し合いのもと退部等を認める場合がある。 

 

８．練習時間 

期   日 活動終了時刻 バス時刻 備考 

４月 ～ ７月 １８：００ １８：２０ 
・バス時刻は、行事などにより

変更がある場合がある。 

・バスを待たせることのないよ

うにすること。 

・土曜、長期休業中は 12:40  

   ９月 １７：４０ １８：００ 

１０月 １７：２５ １７：４５ 

１１月 ～ １月 １７：１０ １７：３０ 

   ２月 １７：２５ １７：４５ 

   ３月  １７：４０ １８：００ 

 



９．活動規定 

① １日の練習は３時間程度。朝練・昼練はおこなわない。 

② 下校時刻を守る。 

③ 練習時の服装は、各部で決められた服装（学校の体操服・各部練習着）を正しく

着用すること。 

④ １週に２回（原則として木曜日、日曜日）、唐津市部活動停止日、県部活動休養

日は練習を休むこと。 

⑤ 祝・祭・休日に練習する場合は、顧問の指導・監督を要する。 

⑥ 長期休業中の練習については、別途計画をする。長期休業中の部活動休養日（木

曜日）の取り扱いについては、土日のバスが無いために木曜日を休養日としない。 

⑦ 更衣については、部室・学習室（男子）・女子更衣室を使用する。 

⑧ テスト前の練習について、 

中間テストは３日前から、期末テスト・学年末テストは５日前から部活動停止。

ただし、１学期末テストは３日前から停止。 

※ 試合とテスト終了日が１週間以内に接近した場合は、別途指示する。 

 （保護者の同意が得られた後、顧問からの申し出により校長が許可する。） 

 

１０．事故防止のための申し合わせ事項 

① 顧問が指導につけないときは、原則として部活動を停止する。 

② 会議等で顧問が指導につけないときは、キャプテンへの指示をおこなうととも

に、最後は必ず練習場へ行き、生徒の状況を把握する。 

③ 出張等で顧問が指導につけないときは、キャプテンへの練習内容の指示ととも

に、監督を副顧問や他の教職員へ依頼しておく。 

④ 事故については充分に注意し、次のことを厳守する。 

万一事故発生の場合は、校長ならびに保護者に速やかに連絡し適切な処置をと

る。 

 

１１．入部の手続きについて 

 

 ○４月１２日から４月２１日までを、仮入部期間とする。 

  ※この期間は、どの部活動を見にいってもよいので、３年間続けられる部活動を考え

ましょう。 

  ※活動時間は、１８：００までとする。 

 ○入部届の締め切りは、４月２１日（金）までとする。 

 ○入部届を出したら、入部したものとする。 

 

 

 

 

 



 

※２，３年生は、今週中に出してください。２日間ぐらい。 

 

 

 

高峰中学校部活動顧問申し合わせ事項 

R.4.4.6 高峰中体育科 

 本来、学校教育活動内に位置付けられている本校部活動の活動では、体育の

授業の格好でするのが当たり前であった。しかし、種目の特性に応じて、練習

着を着て活動する場合もあり、その際には、慎重に顧問がかんがえていかなけ

ればならない。以下に箇条書きで、列記してみる。 

 

１．適切な価格であり、保護者に負担をかけないよう検討すべき。 

２．色や材質も、熟考して選択していくべき。 

３．袖を通すと、その部の一員としての意識をたかめられる効果もあると考え

る 

と、やはりチーム（部）で揃えた物であるべきか？ 

４．部員や保護者と共通理解をとった上で購入すべき。 

 

 

 

 



 

 

 


